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２３

　市
議
会
で
は
、
令
和
２
年
11
月
15
日（
日
曜
日
）に
市
内
の
各
種
団
体
等
で
活
動
さ
れ
て
い
る
女
性

委
員
・
会
員
等
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
人
で
も
多
く
の
女
性
に
議
会
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
実
際
の
議
案

の
審
議
を
行
う
「
本
会
議
場
」
や
「
全
員
協
議
会
室
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
13
名
（
８
団
体
）
に
参
加
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
子
育
て
・
教
育
・
学

び
」、「
健
康
・
福
祉
・
環
境
」、「
産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
」
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
市
執
行
部
と
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後

の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　な
お
、
主
な
意
見
等
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女性委員・会員等との女性委員・会員等との 意見交換会を開催！意見交換会を開催！
開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して

参加者からいただいた主な意見
項目 内　　　容

・コミュニティセンターのような場所で老人と子どもが関わりあえるとよい。

・夜にカップラーメン、朝はヨーグルトというような家庭がある。偏った食事がアレル
ギーにつながっている。

・フルタイムで働いていると心が休まらないし、家族に相談もできない。働く母親のサ
ポートをしてほしい。

子
育
て
・
教
育
・
学
び
に
つ
い
て

健
康
・
福
祉
・
環
境
に
つ
い
て

産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
に
つ
い
て

・こども食堂を月２回開催しているが他の地区でなかなか広がらない。

・同じ町内でも学校が違うとこども会が別になる。

・高齢者の交通手段として、のれんす号の利用方法が分からない。

・保健師の役割や活動内容が分からない。

・タクシー券発行は、必要な人に行きわたっているのか。

・サロンについて、男性の参加者が少なく、女性の中に男性が入れる環境がない。男性
のリーダーを育成するといいと思う。

・体操教室のお知らせの広報誌は字が小さくて分かりづらい。また、ホームページを見て
くださいと市から言われても高齢者は見れない。もっと細かな配慮が必要ではないか。

・地域おこし協力隊の方に期待している。定住もして欲しい。また、若者が定住するよ
う企業を誘致して、雇用の場を確保すべきである。

・分かりやすい子育て支援情報をホームページに載せてほしい。色々な手続きも分かり
づらい、申請すればもらえたのにということがないようにして欲しい。

・学生が利用しやすい綺麗な新しい図書館がほしい。駅の近くにあるといい。子どもか
ら高校生まで複合的に利用できるほうがいい。

・食料農業大学生に卒業後定住してもらうよう魅力ある市になってもらいたい。小学生
の農業体験がよかったが、今年は新型コロナウイルスの影響で農泊はできなかった。
孫から楽しかったと聞いている。今後も続けてもらいたい。

【写真上：開会セレモニーが行われた本会議場】
【写真下：女性の視点で活発な意見交換が行われました】

※市報・ホームページで一般参加者を公募しましたが、応募はありませんでした。

○参加いただいた女性委員・団体

 ①青少年育成市民会議　②胎内市消防団　③中条町商工会女性部　④黒川商工会女性部

 ⑤胎内市介護予防・日常生活支援体制整備推進協議会　⑥保健推進員

 ⑦胎内市民生児童委員協議会連合会　⑧胎内市男女共同参画推進委員会

令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号
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数
、
各
捕
獲
頭
数
と
被
害
件
数
、
被

害
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
伺

う
。

市
長

　猿
用
の
箱
わ
な
が
29
基
、
熊

用
の
箱
わ
な
が
12
基
、
イ
ノ
シ
シ
用

は
く
く
り
わ
な
が
16
基
、
箱
わ
な
が

４
基
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
捕
獲

頭
数
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
猿
が

99
頭
、
熊
が
33
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が
２

頭
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
被

害
件
数
に
つ
い
て
は
、
熊
に
よ
る
人

身
被
害
が
１
件
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
農
作
物
へ
の
被
害
に
関
し
て

は
、
毎
年
３
月
に
各
農
家
組
合
長
に

依
頼
し
て
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
今
年
も
山
沿
い
の
地
域

を
中
心
に
猿
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
被
害
報
告

の
な
か
っ
た
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
稲
等

へ
の
被
害
の
発
生
を
確
認
し
て
い

る
。

議
員

　感
染
防
止
の
た
め
の
３
密
回

議
員

　感
染
防
止
の
た
め
の
３
密
回

避
の
現
状
と
課
題
は
あ
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　各
学
校
に
お
い
て
は
教
室

等
の
定
期
的
な
換
気
の
ほ
か
、
教
室

の
座
席
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
間
隔

を
保
っ
て
配
置
し
、
身
体
的
距
離
を

確
保
す
る
こ
と
や
、
児
童
生
徒
、
そ

し
て
教
職
員
は
原
則
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
、
３
密
の
回
避
に

努
め
て
い
る
。

　課
題
と
し
て
は
、
今
後
寒
い
季
節

を
迎
え
、
換
気
に
よ
る
室
内
温
度
の

確
保
が
難
し
く
な
る
こ
と
の
ほ
か
、

休
憩
時
間
や
登
下
校
等
の
教
職
員
の

目
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
時
間
帯

へ
の
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
た
び
市
内
小
中
学
校
全
教
室
等

に
設
置
し
た
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

活
用
や
、
児
童
生
徒
自
ら
が
意
識
し

て
３
密
を
回
避
す
る
行
動
が
取
れ
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し

て
、
引
き
続
き
感
染
防
止
に
努
め
て

い
く
。

議
員

　温
度
計
は
教
室
に
あ
る
の
か
。

議
員

　温
度
計
は
教
室
に
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　室
温
計
と
湿
度
計

は
、
ほ
ぼ
全
て
の
普
通
教
室
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
感
染
防
止
の
た
め
に

換
気
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
期

間
は
室
温
15
度
か
ら
20
度
位
に
な
っ

て
い
る
が
、
設
定
温
度
を
上
げ
、
防

寒
着
を
着
用
す
る
な
ど
各
学
校
で
工

夫
し
て
室
温
管
理
を
し
て
い
る
。

市
長

市
長

福
祉
介
護
課
長

　

市
長

市
長

市
長

　

坂上 隆夫 議員

市内中学校
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東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

東
牧
地
内
の
旧
教
職
員
住
宅
の
対
応
に
つ
い
て

市
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

議
員

　長
年
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
も

議
員

　長
年
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
も

っ
た
い
な
い
。
修
理
し
て
貸
し
出
せ

な
い
か
、
駐
車
場
に
借
り
ら
れ
な
い

か
と
聞
か
れ
た
。
築
年
数
、
用
途
廃

止
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　７
戸
の
旧
教
職
員
住
宅
は
築

35
年
と
33
年
で
２
０
１
３
年
度
以
降

は
入
居
が
全
く
な
く
、
２
０
１
７
年

度
に
用
途
廃
止
し
た
も
の
。

議
員

　市
営
住
宅
と
し
て
有
効
活
用

議
員

　市
営
住
宅
と
し
て
有
効
活
用

で
き
な
い
か
。

市
長

　今
後
の
公
営
住
宅
の
ニ
ー
ズ

や
必
要
性
に
鑑
み
、
安
価
で
改
修
可

能
で
あ
れ
ば
活
用
を
再
検
討
す
る
。

議
員

　胎
内
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命

議
員

　胎
内
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
は
令
和
２
年
度
で
終
わ
る
が
、

新
た
な
計
画
が
立
て
ら
れ
る
の
か
。

福
祉
介
護
課
長

　現
在
策
定
作
業
を

進
め
て
お
り
、
令
和
３
年
４
月
か
ら

新
計
画
に
な
る
。

議
員

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

議
員

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

職
員
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
助
成

が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
自
費
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
人
に
対
し
て
補

助
は
で
き
な
い
か
。

市
長

　施
設
職
員
は
基
本
的
な
感
染

防
護
策
を
徹
底
し
て
い
て
、
県
外
へ

往
来
し
た
場
合
、
一
定
期
間
出
勤
停

止
を
し
て
い
る
の
で
検
査
費
用
の
助

成
は
効
果
が
限
定
的
で
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
自
費
に
対
す
る
助
成

は
、
感
染
か
ら
日
数
が
経
っ
て
な
い

場
合
、
60
％
か
ら
70
％
程
度
し
か
陽

性
に
出
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
有
効

性
を
十
分
検
証
し
、
効
果
的
な
活
用

が
図
ら
れ
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
支

援
等
を
考
え
た
い
。

議
員

　阿
賀
野
市
は
基
礎
疾
患
が
あ

議
員

　阿
賀
野
市
は
基
礎
疾
患
が
あ

る
方
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
１
回

２
万
円
を
上
限
に
２
回
を
限
度
に
助

成
し
て
い
る
が
。

市
長

　精
度
の
高
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

行
わ
れ
、
感
染
抑
止
に
つ
な
げ
て
い

く
確
率
が
高
く
な
る
場
合
に
は
考
え

る
が
、
今
は
そ
の
段
階
で
は
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
に
つ
い
て

議
員

　胎
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

議
員

　胎
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

は
３
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
中
高

年
層
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

　週
２
回
以
上
運
動
実
施
者
は

男
性
21
・
１
％
、
女
性
17
・
９
％
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
大
人
の

会
員
数
は
男
性
273
名
、
女
性
411
名
。

ス
ポ
ー
ツ
未
実
施
者
は
39
・
７
％

で
、
ス
ポ
ー
ツ
未
実
施
者
の
解
消
に

向
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
。

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

運
動
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

の
推
進
に
つ
い
て

羽田野 孝子 議員

旧教職員住宅

ぷれすぽ胎内
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公
営
住
宅
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　

  

来
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　

  

来
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

小
中
学
校
で
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

野
生
動
物
に
よ
る

被
害
対
策
に
つ
い
て

特
産
品
の
販
売

            

に
つ
い
て

議
員

　児
童
生
徒
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
の
対
応
は
。

教
育
長

　感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

学
校
を
一
時
臨
時
休
校
と
し
、
感
染

者
が
出
た
学
級
に
つ
い
て
は
２
週
間

を
目
安
に
学
級
閉
鎖
し
て
感
染
し
た

児
童
生
徒
は
治
癒
す
る
ま
で
出
席
を

停
止
す
る
。

※

令
和
３
年
１
月
か
ら
国
の
通
知
に

よ
り
対
応
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　感
染
者
が
出
た
場
合
、
児
童

生
徒
に
対
す
る
差
別
、
い
じ
め
の
対

応
は
。

教
育
長

　各
学
年
に
応
じ
た
具
体
的

な
指
導
を
行
い
、
差
別
や
い
じ
め
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
今

後
も
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
及
び
そ

の
家
族
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、
い

じ
め
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
指
導
の
徹

底
を
図
る
。

議
員

　公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
世
帯
数
と
入
居
要
件
は
。

市
長

　本
年
11
月
末
時
点
で
高
齢
者

の
み
の
世
帯
数
は
87
世
帯
で
あ
り
、

入
居
要
件
は
同
居
親
族
が
い
る
こ

と
、
収
入
が
一
定
額
を
超
え
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
居

住
し
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入

を
有
す
る
保
証
人
を
求
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

議
員

　公
営
住
宅
へ
の
入
居
に
係
る

保
証
人
の
免
除
に
つ
い
て
は
。

市
長

　や
む
を
得
ざ
る
理
由
に
よ
り

保
証
人
を
つ
け
る
こ
と
が
か
な
わ
な

い
場
合
に
は
柔
軟
に
対
応
し
、
必
ず

し
も
絶
対
的
な
要
件
と
し
て
い
な

い
。

議
員

　熊
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
は
。

市
長

　熊
の
出
没
時
に
は
警
察
と
情

報
共
有
し
、
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
注
意
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送

し
、
注
意
喚
起
を
図
り
、
人
身
被
害

の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

議
員

　熊
の
追
い
払
い
に
効
果
が
あ

る
と
す
る
赤
外
線
カ
メ
ラ
搭
載
の
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
や
、
公
用
車
に
警
戒

を
呼
び
か
け
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

を
装
着
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

市
長

　人
と
鳥
獣
の
生
活
空
間
に
何

ら
か
の
線
引
き
を
し
て
区
分
け
で
き

る
方
策
を
予
防
措
置
と
し
て
立
て
る

こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

農
林
水
産
課
長

　県
か
ら
も
マ
グ
ネ

ッ
ト
シ
ー
ト
が
来
て
お
り
、
そ
れ
を

貼
っ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。

議
員

　税
収
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る

が
ど
れ
位
と
み
て
い
る
の
か
。

市
長

　市
民
税
で
８
千
万
円
、
家
屋

分
の
固
定
資
産
税
で
１
億
円
程
度
の

減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
但
し
、
固

定
資
産
税
に
関
し
て
は
８
千
万
円
程

度
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
と
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
に
地
方
交
付
税
と

し
て
補
填
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
。

議
員

　予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
。
特
に
公
共
事
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

市
長

　国
・
県
の
補
助
金
や
市
債
を

最
大
限
活
用
し
、
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
に
予
算
編
成
を
し
て
い
く
。

議
員

　来
年
度
の
事
業
見
直
し
の
考

え
は
。

市
長

　実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
内

容
に
つ
い
て
は
現
在
精
査
中
で
あ

る
。

議
員

　臨
時
交
付
金
の
不
用
額
６
千

万
円
の
活
用
に
つ
い
て
。

市
長

　生
活
や
事
業
の
安
心
の
た
め

最
大
限
残
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
し
て

い
く
。

議
員

　今
年
は
全
国
的
に
例
年
を
は

る
か
に
上
回
る
熊
の
出
没
が
あ
り
、

多
く
の
人
身
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
対
策
と
し
て
、
狩
猟
期
間
以
外

で
も
認
定
捕
獲
従
事
者
に
よ
る
捕
獲

が
有
効
と
思
わ
れ
る
が
可
能
か
。

市
長

　有
害
捕
獲
に
つ
い
て
は
県
の

許
可
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、

猟
友
会
に
属
さ
な
い
個
人
ま
た
は
団

体
に
対
し
て
は
原
則
と
し
て
許
可
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

議
員

　熊
を
人
里
に
近
づ
け
な
い
た

め
に
は
間
伐
や
下
刈
り
等
の
里
山
の

整
備
を
行
い
、
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と

も
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
可
能
か
。

市
長

　山
林
等
の
管
理
、
整
備
は
基

本
的
に
は
所
有
者
で
あ
る
が
、
高
齢

化
や
不
在
地
主
の
問
題
も
あ
り
実
際

に
は
困
難
な
の
で
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
制

度
を
活
用
し
つ
つ
、
ポ
イ
ン
ト
を
把

握
し
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　現
在
市
役
所
に
隣
接
す
る
場

所
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
建
設

中
で
あ
る
が
、
特
産
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
依
頼
で
き
な
い
か
。

市
長

　交
渉
し
て
み
た
が
、
既
に
売

り
場
の
配
置
が
決
ま
っ
て
い
て
難
し

か
っ
た
。
今
後
橋
渡
し
が
で
き
る
部

分
は
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

渡辺 栄六 議員 渡辺 秀敏 議員 

熊出没警戒マグネットシート

空き室も見受けられる市営住宅

胎内市役所

胎内高原ワイン
胎内ハム

胎内高原ビール

令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号 一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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公
営
住
宅
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　

  

来
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　

  

来
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

小
中
学
校
で
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

野
生
動
物
に
よ
る

被
害
対
策
に
つ
い
て

特
産
品
の
販
売

            

に
つ
い
て

議
員

　児
童
生
徒
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
の
対
応
は
。

教
育
長

　感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

学
校
を
一
時
臨
時
休
校
と
し
、
感
染

者
が
出
た
学
級
に
つ
い
て
は
２
週
間

を
目
安
に
学
級
閉
鎖
し
て
感
染
し
た

児
童
生
徒
は
治
癒
す
る
ま
で
出
席
を

停
止
す
る
。

※

令
和
３
年
１
月
か
ら
国
の
通
知
に

よ
り
対
応
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　感
染
者
が
出
た
場
合
、
児
童

生
徒
に
対
す
る
差
別
、
い
じ
め
の
対

応
は
。

教
育
長

　各
学
年
に
応
じ
た
具
体
的

な
指
導
を
行
い
、
差
別
や
い
じ
め
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
今

後
も
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
及
び
そ

の
家
族
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、
い

じ
め
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
指
導
の
徹

底
を
図
る
。

議
員

　公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
世
帯
数
と
入
居
要
件
は
。

市
長

　本
年
11
月
末
時
点
で
高
齢
者

の
み
の
世
帯
数
は
87
世
帯
で
あ
り
、

入
居
要
件
は
同
居
親
族
が
い
る
こ

と
、
収
入
が
一
定
額
を
超
え
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
居

住
し
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入

を
有
す
る
保
証
人
を
求
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

議
員

　公
営
住
宅
へ
の
入
居
に
係
る

保
証
人
の
免
除
に
つ
い
て
は
。

市
長

　や
む
を
得
ざ
る
理
由
に
よ
り

保
証
人
を
つ
け
る
こ
と
が
か
な
わ
な

い
場
合
に
は
柔
軟
に
対
応
し
、
必
ず

し
も
絶
対
的
な
要
件
と
し
て
い
な

い
。

議
員

　熊
に
よ
る
人
身
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
は
。

市
長

　熊
の
出
没
時
に
は
警
察
と
情

報
共
有
し
、
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
注
意
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送

し
、
注
意
喚
起
を
図
り
、
人
身
被
害

の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

議
員

　熊
の
追
い
払
い
に
効
果
が
あ

る
と
す
る
赤
外
線
カ
メ
ラ
搭
載
の
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
や
、
公
用
車
に
警
戒

を
呼
び
か
け
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

を
装
着
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

市
長

　人
と
鳥
獣
の
生
活
空
間
に
何

ら
か
の
線
引
き
を
し
て
区
分
け
で
き

る
方
策
を
予
防
措
置
と
し
て
立
て
る

こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

農
林
水
産
課
長

　県
か
ら
も
マ
グ
ネ

ッ
ト
シ
ー
ト
が
来
て
お
り
、
そ
れ
を

貼
っ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。

議
員

　税
収
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る

が
ど
れ
位
と
み
て
い
る
の
か
。

市
長

　市
民
税
で
８
千
万
円
、
家
屋

分
の
固
定
資
産
税
で
１
億
円
程
度
の

減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
但
し
、
固

定
資
産
税
に
関
し
て
は
８
千
万
円
程

度
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
と
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
に
地
方
交
付
税
と

し
て
補
填
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
。

議
員

　予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
。
特
に
公
共
事
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

市
長

　国
・
県
の
補
助
金
や
市
債
を

最
大
限
活
用
し
、
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
に
予
算
編
成
を
し
て
い
く
。

議
員

　来
年
度
の
事
業
見
直
し
の
考

え
は
。

市
長

　実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
内

容
に
つ
い
て
は
現
在
精
査
中
で
あ

る
。

議
員

　臨
時
交
付
金
の
不
用
額
６
千

万
円
の
活
用
に
つ
い
て
。

市
長

　生
活
や
事
業
の
安
心
の
た
め

最
大
限
残
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
し
て

い
く
。

議
員

　今
年
は
全
国
的
に
例
年
を
は

る
か
に
上
回
る
熊
の
出
没
が
あ
り
、

多
く
の
人
身
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
対
策
と
し
て
、
狩
猟
期
間
以
外

で
も
認
定
捕
獲
従
事
者
に
よ
る
捕
獲

が
有
効
と
思
わ
れ
る
が
可
能
か
。

市
長

　有
害
捕
獲
に
つ
い
て
は
県
の

許
可
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、

猟
友
会
に
属
さ
な
い
個
人
ま
た
は
団

体
に
対
し
て
は
原
則
と
し
て
許
可
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

議
員

　熊
を
人
里
に
近
づ
け
な
い
た

め
に
は
間
伐
や
下
刈
り
等
の
里
山
の

整
備
を
行
い
、
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と

も
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
可
能
か
。

市
長

　山
林
等
の
管
理
、
整
備
は
基

本
的
に
は
所
有
者
で
あ
る
が
、
高
齢

化
や
不
在
地
主
の
問
題
も
あ
り
実
際

に
は
困
難
な
の
で
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
制

度
を
活
用
し
つ
つ
、
ポ
イ
ン
ト
を
把

握
し
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　現
在
市
役
所
に
隣
接
す
る
場

所
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
建
設

中
で
あ
る
が
、
特
産
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
依
頼
で
き
な
い
か
。

市
長

　交
渉
し
て
み
た
が
、
既
に
売

り
場
の
配
置
が
決
ま
っ
て
い
て
難
し

か
っ
た
。
今
後
橋
渡
し
が
で
き
る
部

分
は
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

渡辺 栄六 議員 渡辺 秀敏 議員 

熊出没警戒マグネットシート

空き室も見受けられる市営住宅

胎内市役所

胎内高原ワイン
胎内ハム

胎内高原ビール

令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号 一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
・
答
弁
の
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容
、
文
体
は
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の
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に
よ
る
も
の
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す
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質
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・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
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人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
費
に
7.5
億
円
、

そ
の
状
況
と
効
果
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
費
に
7.5
億
円
、

そ
の
状
況
と
効
果
は

特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を

特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　
　に
つ
い
て

児
童
虐
待
の
実
態
と

　
　対
応
策
に
つ
い
て

議
員

　２
０
１
９
年
度
の
全
国
児
童

虐
待
が
過
去
最
多
の
19
万
件
を
超
え

た
。
私
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と

虐
待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
許

す
こ
と
は
出
来
な
い
。
本
市
か
ら
虐

待
を
根
絶
し
、
子
ど
も
の
人
権
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

市
の
実
態
と
今
後
の
課
題
は
、
さ
ら

に
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
は
。

市
長

　本
市
の
相
談
件
数
は
、
昨
年

度
は
14
件
、
今
年
度
が
11
月
末
で
11

件
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
年
間
10

件
〜
20
件
で
推
移
。
平
成
30
年
度
に

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の

な
い
体
制
を
敷
き
支
援
し
て
い
る
。

相
談
内
容
は
胎
内
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
で
定
期
的
に
会
議
を

開
催
し
、
解
決
に
向
け
て
連
携
強
化

を
図
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

議
員

　令
和
２
年
４
月
か
ら
12
月
補

正
ま
で
に
約
90
事
業
、
7.5
億
円
の
事

業
費
を
投
じ
、
感
染
対
策
及
び
経
済

対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
状
況

と
効
果
確
認
は
。

市
長

　現
在
の
事
業
執
行
予
定
は
全

体
で
6 .8
億
円
の
見
込
み
。
商
品
券
と

飲
食
券
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
2 .2

億
円
の
事
業
費
で
３
億
円
程
度
の

経
済
効
果
と
推
測
し
て
い
る
。

議
員

　落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
・
産

業
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
。
地
元
で

頑
張
っ
て
い
る
事
業
所
や
商
店
を
市

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
、

さ
ら
に
市
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

市
長

　市
と
し
て
減
収
対
策
、
事
業

拡
張
、
人
材
確
保
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
支
援
、
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
含
め
今
後
も
機
を
見
て
掲
載
し

応
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　本
市
の
高
齢
化
率
は
34
％
を

超
え
て
お
り
、
今
後
益
々
１
人
暮
ら

し
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に

自
宅
で
孤
立
状
態
に
な
る
と
危
惧
す

る
。
現
状
と
支
援
策
の
考
え
は
。

市
長

　本
市
の
高
齢
者
の
１
人
暮
ら

し
と
高
齢
者
の
み
世
帯
は
２
千
600
世

帯
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
集
い
の

場
や
電
話
・
訪
問
に
よ
り
、
今
後
と

も
感
染
予
防
に
留
意
し
つ
つ
孤
立
状

態
の
回
避
に
努
め
て
い
く
。

議
員

　市
民
か
ら
要
望
の
強
い
コ
ロ

ナ
対
策
総
合
窓
口
開
設
の
考
え
は
。

市
長

　現
在
「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談

窓
口
」
で
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後

検
討
し
た
い
。

議
員

　昨
年
、
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
全
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
歓
迎
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
部
の

特
別
教
室
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
設
置

さ
れ
て
お
ら
ず
、
夏
場
は
子
ど
も
た

ち
も
先
生
も
汗
び
っ
し
ょ
り
で
、
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
の
で
一
層
暑
さ
を

感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
現
在
の
各
小
中
学
校
の
特
別

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は
ど
う
か
。

市
長

　小
学
校
全
体
で
は
29
・
１
％
、

中
学
校
全
体
で
は
19
・
６
％
で
あ
る
。

議
員

　エ
ア
コ
ン
未
設
置
解
消
の
た

め
来
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

　優
先
順
位
、
緊
急
度
か
ら
み

て
子
育
て
教
育
は
最
重
要
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
が
、
現
状
確
定
的
な

こ
と
は
言
え
な
い
。

議
員

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
は
、
飲
食
、
観
光
業
を
は
じ
め
多

く
の
事
業
者
を
直
撃
し
て
い
る
。
収

束
が
見
通
せ
ず
、
暮
ら
し
と
経
済
へ

の
影
響
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

市
と
し
て
、
年
末
か
ら
年
度
末
に
か

け
て
生
活
支
援
や
中
小
業
者
支
援
、

感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
必

要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長

　生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
社

協
と
連
携
し
必
要
と
す
る
支
援
が
行

き
届
く
よ
う
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

周
知
を
行
う
。
中
小
業
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
追
加
支
援
に
つ
い
て
臨
時

交
付
金
に
よ
る
各
種
執
行
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
は
、
３
密
の
回
避
、
手
洗

い
、
消
毒
な
ど
の
徹
底
に
つ
い
て
引

き
続
き
随
時
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
。

議
員

　10
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
の
内
容
と
対
策
は
。

市
長

　減
収
と
な
っ
た
業
者
が
７
割
、

減
収
率
は
平
均
で
３
割
強
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
支
援
策
の
周
知
と
市

独
自
の
支
援
も
必
要
に
応
じ
て
行
う
。

低
所
得
者
等
に
灯
油

券
の
発
行
を

議
員

　給
付
金
等
の
不
用
額
を
活
用

し
て
、
低
所
得
者
世
帯
等
に
灯
油
券

を
発
行
し
、
地
元
の
給
油
所
の
支
援

に
も
つ
な
げ
た
ら
ど
う
か
。

市
長

　十
分
見
極
め
て
可
否
を
判
断

す
る
。
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胎内市の児童虐待相談件数
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1313

H29
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H30

2323

R1

1414

薄田 智 議員 丸山 孝博 議員 

特別教室に設置が望まれるエアコン

冬の生活に欠かすことのできない灯油

▶
商
品
券

▶
飲
食
券

令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号 一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
費
に
7.5
億
円
、

そ
の
状
況
と
効
果
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
費
に
7.5
億
円
、

そ
の
状
況
と
効
果
は

特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を

特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　
　に
つ
い
て

児
童
虐
待
の
実
態
と

　
　対
応
策
に
つ
い
て

議
員

　２
０
１
９
年
度
の
全
国
児
童

虐
待
が
過
去
最
多
の
19
万
件
を
超
え

た
。
私
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と

虐
待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
許

す
こ
と
は
出
来
な
い
。
本
市
か
ら
虐

待
を
根
絶
し
、
子
ど
も
の
人
権
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

市
の
実
態
と
今
後
の
課
題
は
、
さ
ら

に
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
は
。

市
長

　本
市
の
相
談
件
数
は
、
昨
年

度
は
14
件
、
今
年
度
が
11
月
末
で
11

件
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
年
間
10

件
〜
20
件
で
推
移
。
平
成
30
年
度
に

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の

な
い
体
制
を
敷
き
支
援
し
て
い
る
。

相
談
内
容
は
胎
内
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
で
定
期
的
に
会
議
を

開
催
し
、
解
決
に
向
け
て
連
携
強
化

を
図
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

議
員

　令
和
２
年
４
月
か
ら
12
月
補

正
ま
で
に
約
90
事
業
、
7.5
億
円
の
事

業
費
を
投
じ
、
感
染
対
策
及
び
経
済

対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
状
況

と
効
果
確
認
は
。

市
長

　現
在
の
事
業
執
行
予
定
は
全

体
で
6 .8
億
円
の
見
込
み
。
商
品
券
と

飲
食
券
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
2 .2

億
円
の
事
業
費
で
３
億
円
程
度
の

経
済
効
果
と
推
測
し
て
い
る
。

議
員

　落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
・
産

業
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
。
地
元
で

頑
張
っ
て
い
る
事
業
所
や
商
店
を
市

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
、

さ
ら
に
市
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

市
長

　市
と
し
て
減
収
対
策
、
事
業

拡
張
、
人
材
確
保
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
支
援
、
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
含
め
今
後
も
機
を
見
て
掲
載
し

応
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　本
市
の
高
齢
化
率
は
34
％
を

超
え
て
お
り
、
今
後
益
々
１
人
暮
ら

し
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に

自
宅
で
孤
立
状
態
に
な
る
と
危
惧
す

る
。
現
状
と
支
援
策
の
考
え
は
。

市
長

　本
市
の
高
齢
者
の
１
人
暮
ら

し
と
高
齢
者
の
み
世
帯
は
２
千
600
世

帯
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
集
い
の

場
や
電
話
・
訪
問
に
よ
り
、
今
後
と

も
感
染
予
防
に
留
意
し
つ
つ
孤
立
状

態
の
回
避
に
努
め
て
い
く
。

議
員

　市
民
か
ら
要
望
の
強
い
コ
ロ

ナ
対
策
総
合
窓
口
開
設
の
考
え
は
。

市
長

　現
在
「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談

窓
口
」
で
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後

検
討
し
た
い
。

議
員

　昨
年
、
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
全
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
歓
迎
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
部
の

特
別
教
室
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
設
置

さ
れ
て
お
ら
ず
、
夏
場
は
子
ど
も
た

ち
も
先
生
も
汗
び
っ
し
ょ
り
で
、
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
の
で
一
層
暑
さ
を

感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
現
在
の
各
小
中
学
校
の
特
別

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は
ど
う
か
。

市
長

　小
学
校
全
体
で
は
29
・
１
％
、

中
学
校
全
体
で
は
19
・
６
％
で
あ
る
。

議
員

　エ
ア
コ
ン
未
設
置
解
消
の
た

め
来
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

　優
先
順
位
、
緊
急
度
か
ら
み

て
子
育
て
教
育
は
最
重
要
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
が
、
現
状
確
定
的
な

こ
と
は
言
え
な
い
。

議
員

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
は
、
飲
食
、
観
光
業
を
は
じ
め
多

く
の
事
業
者
を
直
撃
し
て
い
る
。
収

束
が
見
通
せ
ず
、
暮
ら
し
と
経
済
へ

の
影
響
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

市
と
し
て
、
年
末
か
ら
年
度
末
に
か

け
て
生
活
支
援
や
中
小
業
者
支
援
、

感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
必

要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長

　生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
社

協
と
連
携
し
必
要
と
す
る
支
援
が
行

き
届
く
よ
う
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

周
知
を
行
う
。
中
小
業
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
追
加
支
援
に
つ
い
て
臨
時

交
付
金
に
よ
る
各
種
執
行
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
は
、
３
密
の
回
避
、
手
洗

い
、
消
毒
な
ど
の
徹
底
に
つ
い
て
引

き
続
き
随
時
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
。

議
員

　10
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
の
内
容
と
対
策
は
。

市
長

　減
収
と
な
っ
た
業
者
が
７
割
、

減
収
率
は
平
均
で
３
割
強
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
支
援
策
の
周
知
と
市

独
自
の
支
援
も
必
要
に
応
じ
て
行
う
。

低
所
得
者
等
に
灯
油

券
の
発
行
を

議
員

　給
付
金
等
の
不
用
額
を
活
用

し
て
、
低
所
得
者
世
帯
等
に
灯
油
券

を
発
行
し
、
地
元
の
給
油
所
の
支
援

に
も
つ
な
げ
た
ら
ど
う
か
。

市
長

　十
分
見
極
め
て
可
否
を
判
断

す
る
。
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薄田 智 議員 丸山 孝博 議員 

特別教室に設置が望まれるエアコン

冬の生活に欠かすことのできない灯油

▶
商
品
券

▶
飲
食
券
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
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令和２年度補正予算

人事案件

条例の改正

その他

議員提出議案

・一般会計補正予算（第11号）【専決】
・一般会計補正予算（第12号）
・一般会計補正予算（第13号）
・一般会計補正予算（第14号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・黒川診療所運営事業特別会計補正予算（第２号）
・公共下水道事業会計補正予算（第２号）
・農業集落排水事業会計補正予算（第３号）
・水道事業会計補正予算（第３号）
・簡易水道事業会計補正予算（第２号）

・農業委員会委員の任命について（14件）
・人権擁護委員候補者の推薦について（２件）

・拉致問題の早期解決を求める意見書　【提案者：八幡元弘 議員】
　　内容：拉致問題について、国際社会と連携して早期解決を求める意見書を国へ提出するもの。

・入湯税条例等の一部を改正する条例
・国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・行政財産使用料徴収条例の一部を改正する条例
・市立保育園条例の一部を改正する条例
・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を
　定める条例の一部を改正する条例

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

胎
内
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア

　
　
　
　
　に
つ
い
て

議
員

　新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
生
活
様
式
に
変
化
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
首
都
圏
一
極
集

中
で
は
な
く
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
郊
外
に
住
む
と
い
う
、
新

た
な
価
値
観
も
生
ま
れ
て
い
る
。
当

市
で
も
働
き
な
が
ら
余
暇
を
過
ご
し

て
も
ら
う
た
め
の
※1
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

最
終
的
に
胎
内
市
に
移
住
を
し
て
も

ら
う
よ
う
な
施
策
で
あ
る
と
望
ま
し

い
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

　現
在
、
ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
や
奥
胎
内
ヒ
ュ
ッ
テ
の
整

備
を
進
め
て
い
る
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
っ
た
言
葉
に
捉
わ
れ
ず
市

内
の
空
き
店
舗
な
ど
も
活
用
す
る
こ

と
も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

　現
在
、
※2
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

整
備
を
し
て
い
る
が
（
株
）
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
と
い
っ
た
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

の
あ
る
企
業
と
の
提
携
は
で
き
な
い

の
か
。

市
長

　議
員
の
挙
げ
ら
れ
た（
株
）ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
と（
株
）胎
内
リ
ゾ
ー

ト
は
「
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
プ
ラ
ン
」

に
関
し
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。
同
社
の
製
品
が
調
達
で
き
次

第
、
店
舗
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
広

報
し
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

議
員

　今
年
は
全
国
的
に
熊
の
目
撃

件
数
が
増
加
し
県
は
来
年
１
月
15
日

ま
で
ク
マ
特
別
警
戒
警
報
を
発
令
し

た
。
今
月
に
は
市
内
で
も
熊
に
よ
る

人
身
被
害
が
出
て
お
り
、
子
ど
も
達

の
安
全
確
保
の
為
に
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
対
象
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
伺

う
。

教
育
長

　市
内
全
域
を
対
象
と
す
る

と
複
雑
な
運
行
計
画
や
膨
大
な
費
用

が
掛
か
る
た
め
、
代
替
策
と
し
て
全

生
徒
へ
の
熊
鈴
の
配
布
、
教
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
回
り
を

行
っ
て
い
る
の
で
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

議
員

　住
宅
街
に
出
て
き
た
熊
に
対

し
て
熊
鈴
の
効
果
は
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　熊
鈴
の
導
入
に
は

動
物
被
害
専
門
の
大
学
教
授
の
助
言

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
分
の
位
置

を
熊
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遭

遇
を
回
避
す
る
意
図
で
貸
与
し
て
い

る
。
住
宅
街
に
出
没
す
る
中
で
別
途

必
要
な
対
策
が
あ
れ
ば
講
じ
た
い
。

※1 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　「ワ
ー
ク
」と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。

リ
ゾ
ー
ト
地
等
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、働
き
な
が

ら
休
暇
を
と
る
過
ご
し
方

 

※2  

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

　「グ
ラ
マ
ラ
ス（
優
雅
）」と「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。贅
沢
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
新
し
い
リ
ゾ
ー

ト
ス
タ
イ
ル

　第４回定例会は、11月30日から12月22日までの23日間にわたって開催されました。市長提出議案については、
専決処分の承認１件のほか、補正予算９件、条例の一部改正８件、人事案件16件、その他２件が審議されました。
また、議員提出議案では、意見書３件が審議され、次のとおり議決されました。

全会一致で可決 （承認・同意） された議案

・胎内市道路線の認定について
・市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について

※全会一致で可決された議案については、議決賛否表を省略。

令和２年 第４回定例会議決結果

賛否が分かれた議案

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　内容：市職員の期末手当を令和２年12月期から年間で0.05月分引下げるもの。

※ ○：賛成、 ×：反対　　　　　※ 地方自治法第116条の規定により、天木義人議長は表決には参加しません。
※ 全会一致で可決された議案については、議決結果表を省略。

議　案　名

議　員　名 　
　反
対※

　
　賛
成※

丸

　山

　孝

　博

渡

　辺

　宏

　行

桐

　生

　清
太
郎

渡

　辺

　
　
　俊

森

　田

　幸

　衛

薄

　田

　
　
　智

小

　野

　德

　重

坂

　上

　清

　一

渡

　辺

　秀

　敏

八

　幡

　元

　弘

森

　本

　将

　司

羽
田
野

　孝

　子

坂

　上

　隆

　夫

渡

　辺

　栄

　六

212×○○○○○○○○○○×○○

議決結果

可　決

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例
　内容：市職員と同じく、任期付職員の期末手当を令和２年12月期から年間で0.05月分引下げるもの。

212×○○○○○○○○○○×○○ 可　決

樽ケ橋遊園条例の一部を改正する条例

　内容：12ページの討論をご覧ください。

212×○○○○○○○○○○×○○ 可　決

新型コロナウイルス感染症対策の強化、少人数学級
の実現と教員の抜本的増員を求める意見書
　内容：12ページの討論をご覧ください。

113○×○××××××××○×× 否　決

コロナ禍による米価下落対策に関する意見書

　内容：13ページの討論をご覧ください。

113○×○××××××××○×× 否　決

森本 将司 議員 

全児童生徒に配布された熊鈴

ロイヤル胎内パークホテルに整備されたグランピング施設

令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号 一 般 質 問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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令和２年度補正予算

人事案件

条例の改正

その他

議員提出議案

・一般会計補正予算（第11号）【専決】
・一般会計補正予算（第12号）
・一般会計補正予算（第13号）
・一般会計補正予算（第14号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・黒川診療所運営事業特別会計補正予算（第２号）
・公共下水道事業会計補正予算（第２号）
・農業集落排水事業会計補正予算（第３号）
・水道事業会計補正予算（第３号）
・簡易水道事業会計補正予算（第２号）

・農業委員会委員の任命について（14件）
・人権擁護委員候補者の推薦について（２件）

・拉致問題の早期解決を求める意見書　【提案者：八幡元弘 議員】
　　内容：拉致問題について、国際社会と連携して早期解決を求める意見書を国へ提出するもの。

・入湯税条例等の一部を改正する条例
・国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・行政財産使用料徴収条例の一部を改正する条例
・市立保育園条例の一部を改正する条例
・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を
　定める条例の一部を改正する条例

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

胎
内
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア

　
　
　
　
　に
つ
い
て

議
員

　新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
生
活
様
式
に
変
化
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
首
都
圏
一
極
集

中
で
は
な
く
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
郊
外
に
住
む
と
い
う
、
新

た
な
価
値
観
も
生
ま
れ
て
い
る
。
当

市
で
も
働
き
な
が
ら
余
暇
を
過
ご
し

て
も
ら
う
た
め
の
※1
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

最
終
的
に
胎
内
市
に
移
住
を
し
て
も

ら
う
よ
う
な
施
策
で
あ
る
と
望
ま
し

い
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

　現
在
、
ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
や
奥
胎
内
ヒ
ュ
ッ
テ
の
整

備
を
進
め
て
い
る
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
っ
た
言
葉
に
捉
わ
れ
ず
市

内
の
空
き
店
舗
な
ど
も
活
用
す
る
こ

と
も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

　現
在
、
※2
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

整
備
を
し
て
い
る
が
（
株
）
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
と
い
っ
た
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

の
あ
る
企
業
と
の
提
携
は
で
き
な
い

の
か
。

市
長

　議
員
の
挙
げ
ら
れ
た（
株
）ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
と（
株
）胎
内
リ
ゾ
ー

ト
は
「
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
プ
ラ
ン
」

に
関
し
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。
同
社
の
製
品
が
調
達
で
き
次

第
、
店
舗
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
広

報
し
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

議
員

　今
年
は
全
国
的
に
熊
の
目
撃

件
数
が
増
加
し
県
は
来
年
１
月
15
日

ま
で
ク
マ
特
別
警
戒
警
報
を
発
令
し

た
。
今
月
に
は
市
内
で
も
熊
に
よ
る

人
身
被
害
が
出
て
お
り
、
子
ど
も
達

の
安
全
確
保
の
為
に
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
対
象
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
伺

う
。

教
育
長

　市
内
全
域
を
対
象
と
す
る

と
複
雑
な
運
行
計
画
や
膨
大
な
費
用

が
掛
か
る
た
め
、
代
替
策
と
し
て
全

生
徒
へ
の
熊
鈴
の
配
布
、
教
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
回
り
を

行
っ
て
い
る
の
で
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

議
員

　住
宅
街
に
出
て
き
た
熊
に
対

し
て
熊
鈴
の
効
果
は
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　熊
鈴
の
導
入
に
は

動
物
被
害
専
門
の
大
学
教
授
の
助
言

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
分
の
位
置

を
熊
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遭

遇
を
回
避
す
る
意
図
で
貸
与
し
て
い

る
。
住
宅
街
に
出
没
す
る
中
で
別
途

必
要
な
対
策
が
あ
れ
ば
講
じ
た
い
。

※1 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　「ワ
ー
ク
」と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。

リ
ゾ
ー
ト
地
等
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、働
き
な
が

ら
休
暇
を
と
る
過
ご
し
方

 

※2  

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

　「グ
ラ
マ
ラ
ス（
優
雅
）」と「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。贅
沢
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
新
し
い
リ
ゾ
ー

ト
ス
タ
イ
ル

　第４回定例会は、11月30日から12月22日までの23日間にわたって開催されました。市長提出議案については、
専決処分の承認１件のほか、補正予算９件、条例の一部改正８件、人事案件16件、その他２件が審議されました。
また、議員提出議案では、意見書３件が審議され、次のとおり議決されました。

全会一致で可決 （承認・同意） された議案

・胎内市道路線の認定について
・市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について

※全会一致で可決された議案については、議決賛否表を省略。

令和２年 第４回定例会議決結果

賛否が分かれた議案

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　内容：市職員の期末手当を令和２年12月期から年間で0.05月分引下げるもの。

※ ○：賛成、 ×：反対　　　　　※ 地方自治法第116条の規定により、天木義人議長は表決には参加しません。
※ 全会一致で可決された議案については、議決結果表を省略。

議　案　名

議　員　名 　
　反
対※

　
　賛
成※

丸

　山

　孝

　博

渡
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　行

桐

　生
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太
郎

渡
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　俊

森
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　衛

薄
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　智
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坂
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渡
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八
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　弘

森

　本

　将

　司

羽
田
野

　孝

　子

坂

　上

　隆

　夫

渡

　辺

　栄

　六

212×○○○○○○○○○○×○○

議決結果

可　決

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例
　内容：市職員と同じく、任期付職員の期末手当を令和２年12月期から年間で0.05月分引下げるもの。

212×○○○○○○○○○○×○○ 可　決

樽ケ橋遊園条例の一部を改正する条例

　内容：12ページの討論をご覧ください。

212×○○○○○○○○○○×○○ 可　決

新型コロナウイルス感染症対策の強化、少人数学級
の実現と教員の抜本的増員を求める意見書
　内容：12ページの討論をご覧ください。

113○×○××××××××○×× 否　決

コロナ禍による米価下落対策に関する意見書

　内容：13ページの討論をご覧ください。

113○×○××××××××○×× 否　決

森本 将司 議員 

全児童生徒に配布された熊鈴

ロイヤル胎内パークホテルに整備されたグランピング施設

令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号令和３年２月12日 胎内市議会だより　67号 一 般 質 問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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　市
内
の
入
場
者
が
11
％
で
、
ほ
と

ん
ど
が
新
発
田
市
・
村
上
市
・
新
潟

市
か
ら
の
来
場
者
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。
市
外
か
ら
来
た
子
ど
も
連
れ
の

若
い
両
親
は
、
入
園
料
の
違
い
を
見

て
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
だ
ろ

う
。　私

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
樽
ケ
橋

ゆ
る
ゆ
る
隊
」
に
参
加
し
、
遊
園
の

魅
力
と
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、

入
園
料
の
差
別
化
に
反
対
で
あ
る
。

　胎
内
リ
ゾ
ー
ト
の
玄
関
口
で
あ
る

樽
ケ
橋
遊
園
の
入
園
料
を
市
民
・
市

外
在
住
者
を
分
け
て
の
料
金
設
定
は

論
外
で
あ
る
。
観
光
施
設
で
あ
る
の

に
市
内
に
は
安
く
、
市
外
に
は
高
く

で
は
「
お
も
て
な
し
の
精
神
」
が
損

な
わ
れ
、
料
金
差
別
は
経
営
の
致
命

傷
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
新
装
オ
ー

プ
ン
に
よ
る
入
園
者
増
の
期
待
に
水

を
差
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
懸
念

さ
れ
る
。

れ
て
い
る
実
態
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

か
ら
し
て
、
市
民
が
市
外
の
方
と
比

べ
て
若
干
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

不
合
理
は
無
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　な
お
、
来
年
４
月
か
ら
の
来
場
者

の
動
向
等
に
よ
っ
て
見
直
し
が
必
要

な
場
合
に
は
、
柔
軟
に
対
応
を
行
っ

て
い
け
ば
良
い
と
考
え
る
。

　樽
ケ
橋
遊
園
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
べ
く
市
外
在
住
者
の
入
園
料

を
一
定
程
度
引
き
上
げ
る
一
方
で
、

胎
内
市
民
に
つ
い
て
は
、
ご
く
わ
ず

か
な
が
ら
引
き
下
げ
つ
つ
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
券
を
新
た
に
追
加
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
当
該
施
設
は
、
胎

内
市
営
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
そ
の

整
備
に
は
税
金
も
投
入
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
負
担
も
あ
っ
て
運
営
が
な
さ

お
け
る
学
校
運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

中
で
は
レ
ベ
ル
１
及
び
２
の
地
域
で

は
１
ｍ
を
目
安
に
で
き
る
限
り
配
慮

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
表
記
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
も

令
和
７
年
度
ま
で
に
小
学
校
の
１
ク

ラ
ス
35
人
学
級
の
方
針
を
固
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
市
議
会
も
こ
れ
ま

で
通
り
30
人
学
級
実
現
に
向
け
て
活

動
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　当
市
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
30
人
学

級
実
現
の
た
め
に
意
見
書
の
提
出
を

し
て
き
て
お
り
、
少
人
数
学
級
の
実

現
に
つ
い
て
は
反
対
し
ま
せ
ん
。
１

ク
ラ
ス
20
名
と
い
う
数
は
現
行
の
半

分
で
あ
り
対
応
す
る
た
め
に
は
教
員

の
大
幅
な
増
員
や
教
室
が
必
要
で
あ

り
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

意
見
書
の
中
で
人
と
の
距
離
を
２
ｍ

空
け
る
こ
と
が
根
拠
と
し
て
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
に

制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
が
、

今
回
の
意
見
書
は
基
本
的
に
同
じ
趣

旨
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
は
、

小
学
校
の
平
均
は
21
・
６
人
、
中
学

校
で
は
23
・
７
人
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
達
に
少
人

数
学
級
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
。
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
団
体
で
対

応
を
変
更
し
な
い
で
ほ
し
い
。

　文
科
省
が
発
表
し
た
学
校
内
で
の

感
染
は
13
％
。
柏
崎
市
は
じ
め
全
国

的
規
模
で
学
校
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
て
い
る
。
小
学
校
の
１
学
級

の
人
数
を
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
35

人
学
級
に
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

少
人
数
学
級
の
実
現
は
、
全
国
知
事

会
な
ど
の
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

６
月
議
会
で
「
適
正
規
模
の
少
人
数

学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

胎
内
市
樽
ケ
橋
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議第
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清

一

議
員
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成
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論
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成
討
論
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成
討
論
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討
論

賛
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賛
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論

賛
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論

賛
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論

賛
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羽
田
野

孝

子
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員
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対
討
論
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対
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論
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対
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論
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対
討
論

反
対
討
論
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対
討
論
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対
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対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
、少
人
数

学
級
の
実
現
と
教
員
の
抜
本
的
増
員
を
求
め
る
意
見
書
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森

本

将
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論
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論
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論
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首相就任記者会見で菅総理は、拉致問題に関して「米国などの関係国と緊密に連携する」と述べ、
全ての拉致被害者の一日も早い帰国に向け全力を挙げる考えを示しました。また、再度拉致問題
担当大臣に就任した加藤官房長官も会見で、米国など関係国としっかりと連携をとっていく考えを
示し、「一「一「 刻の猶予もない」と解決に意欲を示しました。
拉致問題の解決に向けた進展が見られない中、拉致被害者自身やその家族も高齢化しており、

もはや一刻の猶予もない状況に置かれていることから、早急に拉致被害者全員の即時帰国を実現
しなければなりません。
よって国会並びに政府におかれては、今後とも拉致問題を「最優先、最重要課題」と位置付け、

米国を始めとする国際社会と連携を強化し、圧力に重点を置いた姿勢を貫きつつ、対話も視野に
入れたあらゆる手段を講じて、拉致問題を早期解決するよう強く要望します。

（提出先） 内閣総理大臣 外務大臣 内閣官房長官 拉致問題担当大臣
衆議院議長 参議院議長

協
力
し
て
き
た
農
家
が
浮
か
ば
れ
る

よ
う
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
農
業
へ

の
影
響
は
水
稲
だ
け
に
限
ら
ず
、
園

芸
や
畜
産
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
農
業
全
般
に
わ
た
る

様
々
な
対
策
や
支
援
の
創
設
や
拡
充

を
さ
ら
に
強
く
求
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

　私
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下

落
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
の
す
べ

て
に
お
い
て
反
対
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
主
産
地
が
豊
作
基
調
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
需
給
緩
和
に
よ
る
米
価

下
落
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　人
口
の
減
少
等
に
よ
り
米
の
需
要

が
毎
年
10
万
ト
ン
ず
つ
減
少
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
転
作
作
物
へ
の
支
援

拡
大
や
当
市
の
よ
う
に
需
給
調
整
に

た
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
国
が
し
っ
か

り
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。胎
内
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ

る
。コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
が
下
落
し
て
い
る

農
家
を
支
援
す
る
一
つ
と
し
て
議
会
で

意
見
書
を
あ
げ
る
こ
と
は
時
宜
に
か
な
っ

た
行
動
で
あ
り
、関
係
者
の
切
実
な
願
い

に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

※
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

　
　日
本
が
高
関
税
を
課
し
て
輸
入
を
制
限
す
る
代
わ

り
に
、
最
低
限
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
の
外

国
米
の
こ
と
。
政
府
米
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
の
影
響
で
コ
メ
の
需
要
が
大
き

く
減
り
、価
格
が
下
落
し
て
い
る
こ
と
が

た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
る
。胎
内
市
内

の
農
業
法
人
も
コ
メ
が
売
れ
残
り
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
悲
痛
な
思
い
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
た
。国
は
、農
家
に

は
大
幅
な
減
反
を
示
す
一
方
で
、※

ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
77
万
ト
ン
を
維
持
す

る
と
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
に
よ
る
コ
メ
需
要

の
減
は
10
万
ト
ン
と
い
わ
れ
大
き
な
減

収
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。こ
う
し

拉致問題の早期解決を求める意見書

意見書を提出しました
12月定例会において、議員提案の意見書１件を可決しました。可決した意見書は、内閣総理
大臣並びに関係大臣ほか衆参議院議長へ送付しました。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落

対
策
に
関
す
る
意
見
書

発議第

11号

丸

山

孝

博

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
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賛
成
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賛
成
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賛
成
討
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坂

上
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議
員
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対
討
論
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対
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論
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対
討
論
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対
討
論
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対
討
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対
討
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対
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対
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対
討
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賛
成
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賛
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対
討
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反
対
討
論
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常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査
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厚
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厚
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厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

胎
内
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ

せ
る
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
役
所
窓
口

の
密
集
防
止
と
市
民
の
利
便
性
向
上
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、
現
在
、
諸
証
明
等
の
交
付
を
受

け
る
場
所
が
遠
方
と
な
っ
て
い
る
旧

大
長
谷
小
学
校
区
、
及
び
旧
鼓
岡
小

学
校
区
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
か

ら
大
長
谷
郵
便
局
及
び
鼓
岡
郵
便
局

で
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
指
定
す

る
も
の
。

質
問

　遠
方
の
地
域
を
指
定
す
る
と

質
問

　遠
方
の
地
域
を
指
定
す
る
と

あ
る
が
、
大
長
谷
と
鼓
岡
の
２
か
所

を
選
ん
だ
理
由
と
築
地
地
区
、
乙
地

区
を
指
定
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
弁

　現
在
、
市
内
で
諸
証
明
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
、
市
役
所
本
庁
舎
、
黒
川
庁
舎
、

築
地
の
諸
証
明
交
付
所
、
乙
の
諸
証

明
交
付
所
の
４
か
所
が
あ
る
。
そ
の

４
か
所
か
ら
半
径
４
㎞
の
円
を
描
く

と
築
地
、
乙
、
中
条
、
黒
川
の
地
区

は
ほ
ぼ
そ
の
範
囲
に
入
る
が
、
鼓
岡

と
大
長
谷
は
、
そ
の
４
㎞
の
円
か
ら

外
れ
る
こ
と
か
ら
、
鼓
岡
と
大
長
谷

の
２
か
所
を
選
択
し
た
。

質
問

　事
務
委
託
経
費
は
、
ど
の
位

質
問

　事
務
委
託
経
費
は
、
ど
の
位

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

　委
託
料
と
し
て
、
１
か
所
当

た
り
月
額
２
万
８
千
710
円
（
税
込
）

で
、
２
か
所
合
計
で
年
間
68
万
９
千

40
円
で
あ
る
。

質
問

　利
用
で
き
る
時
間
帯
は
。

質
問

　利
用
で
き
る
時
間
帯
は
。

答
弁

　通
常
の
郵
便
局
業
務
の
取
扱

い
時
間
帯
で
利
用
で
き
る
。

　付
託
さ
れ
た
他
２
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

胎
内
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　公
立
日
の
出
保
育
園
を
民
営
化
す

る
た
め
条
例
か
ら
削
除
す
る
も
の
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
当
保
育
園
を
社

会
福
祉
法
人
真
心
福
祉
会
に
移
行
。

質
問

　今
回
の
条
例
改
正
の
目
的
は

質
問

　今
回
の
条
例
改
正
の
目
的
は

何
か
。

答
弁

　適
正
配
置
問
題
審
議
会
に
お

い
て
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

今
後
の
保
育
の
在
り
方
を
十
分
検
討

し
て
欲
し
い
と
の
答
申
に
基
づ
き
、

民
営
化
に
よ
り
、
未
満
児
の
入
園
数

の
増
加
に
伴
う
保
育
士
不
足
や
延
長

時
間
等
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

質
問

　デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
。

質
問

　デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
。

答
弁

　先
生
方
が
変
わ
る
こ
と
が
最

大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

対
応
と
し
て
、
正
規
職
員
２
、
３
名

が
公
立
の
保
育
士
の
立
場
の
ま
ま
１

年
間
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
く
。

質
問

　来
年
度
の
日
の
出
保
育
園
の

質
問

　来
年
度
の
日
の
出
保
育
園
の

申
込
者
数
は
。

答
弁

　現
時
点
で
は
51
名
で
あ
り
本

年
度
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
な
お
、

０
歳
児
の
申
し
込
み
は
な
か
っ
た
。

他
の
園
と
調
整
を
図
り
、
紹
介
も
考

え
て
い
る
。

質
問

　園
舎
及
び
敷
地
の
無
償
貸
し

質
問

　園
舎
及
び
敷
地
の
無
償
貸
し

付
け
の
期
間
は
。

答
弁

　５
年
ご
と
に
な
る
。
な
お
、

園
舎
の
耐
用
年
数
は
あ
と
13
年
で
あ

る
。

質
問

　送
迎
バ
ス
は
あ
る
の
か
。

質
問

　送
迎
バ
ス
は
あ
る
の
か
。

答
弁

　出
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

　出
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

　付
託
さ
れ
た
他
４
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

胎
内
市
樽
ケ
橋
遊
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

答
弁

答
弁

鼓岡郵便局
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常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査

胎
内
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ

せ
る
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

胎
内
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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く
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く
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く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
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ま
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く
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く
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ま
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く
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ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
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ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

胎
内
市
樽
ケ
橋
遊
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　令
和
３
年
４
月
の
樽
ケ
橋
遊
園
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、

入
園
料
を
高
校
生
以
上
の
料
金
310
円

を
市
外
在
住
者
は
400
円
に
引
き
上
げ
、

市
内
在
住
者
は
300
円
に
引
き
下
げ
、

４
歳
以
上
の
料
金
210
円
を
市
外
在
住

者
は
300
円
に
引
き
上
げ
、
市
内
在
住

者
は
200
円
に
引
き
下
げ
る
。
ま
た
、

市
内
在
住
者
を
対
象
に
し
た
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
券
・
団
体
割
引
を
新
た
に

設
け
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
料
金

を
100
円
か
ら
200
円
に
引
き
上
げ
る
も

の
。

質
問

　胎
内
リ
ゾ
ー
ト
誘
客
の
起
点

質
問

　胎
内
リ
ゾ
ー
ト
誘
客
の
起
点

と
な
る
遊
園
な
の
に
、
な
ぜ
市
外
客

の
入
園
料
を
高
く
す
る
の
か
。
市
内

外
の
入
園
者
の
割
合
は
。

答
弁

　収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
市
外

の
方
を
上
げ
た
。
市
内
の
方
に
は
特

典
を
設
け
た
ほ
う
が
良
い
と
の
意
見

が
あ
り
差
を
つ
け
た
。
市
内
の
入
園

者
は
お
よ
そ
11
％
で
あ
っ
た
。

質
問

　市
外
の
方
の
年
間
パ
ス
ポ
ー

質
問

　市
外
の
方
の
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
発
行
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁

　ま
ず
は
市
内
の
方
に
多
く
来

て
も
ら
え
る
よ
う
設
定
し
た
。

　付
託
さ
れ
た
他
５
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

～開かれた議会、市民とともに歩む議会を目指して～

議会モニター会議を開催しました！
　10月21日、議会モニター会議を実施しました。これは、開かれた議会の取組の一環で議会モニターか
ら議会に関する意見や感想をお聴きするもので、今回で３回目の開催となりました。会議では、９月定例
会を傍聴した感想のほか、議会傍聴や各種意見交換会の参加者数を増やす方法について、たくさんの
意見をいただきました。
　頂戴した意見は、議会全体で情報共有し、今後の議会運営の参考にさせていただきます。
また、早期に改善できるものは、順次実施することとし、市ホームページ等でお知らせしていきます。 

樽ケ橋遊園

９名のモニターが参加しました天木議長からあいさつ
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　市
議
会
で
は
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

理
由
と
す
る
差
別
や
偏
見
の
根
絶
に
関
す
る
決
議
』

を
満
場
一
致
で
可
決
し
、
そ
の
趣
旨
を
市
民
に
広
く

周
知
す
る
た
め
、
昨
年
11
月
か
ら
本
庁
舎
に
懸
垂
幕

を
設
置
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
差
別
や
偏

見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

中
条
小
学
校

　６
年
生

石
井

環
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　の
作
品
で
す
。

　私
が
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

す
。小
学
４
年
生
か
ら「
ス

マ
イ
リ
ー
中
条
」に
所
属

し
て
い
ま
す
。県
大
会
は

３
位
で
、北
信
越
出
場
の

目
標
に
は
あ
と
一
歩
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の

悔
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、中

学
で
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

い
し

い

た
ま
き

本会議をライブ中継で配信中です！
本会議の様子をインターネットで生配信しています。パソコンやスマホ等
で視聴可能です。また、本会議終了後には、録画映像の配信も行って
います。ご視聴の際は、市ホームぺージ「市議会」をご覧ください。

◆
令
和
３
年
２
月
12
日

　◆
発
行
責
任
者  

議
長 

天
木
義
人

印
刷
／
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ュ

（

）

　☎

　（０
２
５
４
）４
３

－

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
５
４
）４
４

－

７
８
７
５

〒
９
５
９

－２
６
９
３

新
潟
県
胎
内
市
新
和
町
２
番
10
号

胎内市ホームページアドレス　http://www.city.tainai.niigata.jp/

    

胎内市議会
フェイスブック
胎内市議会
フェイスブック

市議会の活動や話題を発
信していきます。ぜひ、ご覧
ください。ください。

行政情報発信アプリ行政情報発信アプリ

「たいない議会だより」を
スマートフォン等からご覧
いただけます。いただけます。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
終
わ
っ
た
年
で
し
た
。

　こ
の
度
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
は
多

方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　市
で
も
色
々
な
支
援
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

早
期
の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　又
、
熊
の
出
没
が
大
変
多
く
人
身
被
害
も
起
き
ま

し
た
。
今
年
は
ブ
ナ
の
実
や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
が
、
豊

作
で
あ
る
よ
う
期
待
し
た
い
で
す
。（
坂
上  

隆
夫  

記
）

表紙の写真 

「胎内市の未来を担う
　　　　　　子どもたち」

私の将来の夢は……

井上  結歌さん　（小6） バレー選手かデザイナー

　　  桃花さん　（小4） バレー選手

　　  陽太さん　（小2） プロ野球選手

ゆいか

ももか

ようた

令和３年第１回定例議会日程（予定）

2021年

 1日 まちづくり常任委員会
 9日 会派代表質問
 10・11日 一般質問
12・15・16日 予算審査特別委員会
 18日 本会議（最終日）

12日 議会運営委員会
18日 本会議（初日）
25日 総務文教常任委員会
26日 厚生環境常任委員会

2月

 1日 
 9日 会派代表質問
3月

No.67
令和3年2月12日
（2021年）

【題字】 石井　環 さん
いしい たまき
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